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21. 根井悠里江, 本多 舞, 渡辺千秋, 吉見公佑, 鍬塚 大: 痛風結節と異所性石灰化の鑑別における dual energy CT の

有用性. 西日本皮膚科 80: 391-392, 2018 

22. 竹中 基: アトピー性皮膚炎におけるネオーラルの使用経験のまとめ. 西日本皮膚科 80: 392, 2018 

23. 田原真由子, 室田浩之, 片山一朗: 皮膚科 私のレーザー治療 痒みを伴う皮膚疾患に対するエキシマライト治療の

新展開. 日本レーザー治療学会誌 17: 61, 2018 

24. 竹中 基: 爪白癬の診療経験 クレナフィンの使用経験も含めて. 日本皮膚科学会雑誌 128: 1100, 2018 

25. 村山直也, 吉見公佑, 鍬塚 大, 富田雅人: トラベクテジンの血管外漏出の 1 例. 日本皮膚科学会雑誌 128: 1212, 
2018 

26. 本多 舞, 鍬塚さやか, 鍬塚 大, 松田勝也, 中島正洋, 宇谷厚志: 限界線治療歴のある被爆者に臀部有棘細胞癌が

多発した 1 例. 日本皮膚科学会雑誌 128: 1216, 2018 

27. 竹中 基: 長崎大学で同定した Microsporum canis(M.canis)感染症の検討. 日本皮膚科学会雑誌 128: 1524, 2018 

28. 田﨑典子, 福地麗雅, 吉見公佑, 上松聖典, 鵜殿雅子, 室田浩之: 非典型な分布を示し、診断に苦慮したカポジ水痘様

発疹症の 1 例. 日本皮膚科学会雑誌 128: 2691, 2018 

29. 鍬塚 大, 岩永 聰, 吉見公佑, 大石正雄, 田中克己, 室田浩之: 鼻尖部の基底細胞癌における深部の切除範囲につ

いて. 日本皮膚外科学会誌 22(2 別冊): 226, 2018 

30. 室田浩之: 思春期アレルギーの実態調査. 日本皮膚免疫アレルギー学会雑誌 2: 92, 2018 

31. 藤樹祐未, 村山直也, 岩永 聰, 富村沙織, 竹中 基, 室田浩之, 河上強志, 田原麻衣子, 五十嵐良明: リストバンド

によるアレルギー性接触皮膚炎の 1 例. 日本皮膚免疫アレルギー学会雑誌 2: 184, 2018 

32. 新野大介, 樋口真帆, 鍬塚 大, 岩永正子: High PD-1 expression in cutaneous manifestations of ATL is associated with 
inferior outcome. 日本病理学会会誌 107: 307, 2018 

33. 冠野昂太郎, 小関正博, 乾 洋勉, 松田 響, 西良雅己, 岡田健志, 増田大作, 大濱 透, 西田 誠, 室田浩之, 山下

静也, 大阪大学医学部医学系研究科循環器内科学脂質・動脈硬化研究グループ: 冠動脈硬化と頸動脈分岐部狭窄を来

した弾性繊維性仮性黄色腫の 1 例. 第 50 回日本動脈硬化学会総会プログラム・抄録集, 328, 2018 

34. 室田浩之, 村山直也, 谷 佐起, 山賀康右, 小野慧美, 片山一朗: エクリン汗腺の構造と発汗制御メカニズムの解明. 
第 26 回日本発汗学会総会プログラム・抄録集, 20, 2018 

35. 神尾芳幸, 根井悠里江, 岩永 聰, 鍬塚 大, 新野大介: 菌状息肉症に合併した EBウイルス陽性B細胞リンパ腫. 第
34 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会プログラム・抄録集, 137, 2018 

36. 吉見公佑, 渡辺千秋, 本多 舞, 小池雄太, 鍬塚 大, 大石敬之: エベロリムス投与中に生じた有棘細胞癌の 1 例. 第
34 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会プログラム・抄録集, 157, 2018 

37. 竹中 基: 【皮膚科診療 わたしの工夫】真菌培養検査の必須アイテム. Viento, 5, 2018 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 0 1 17 33 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

室田浩之・教授 油症対委員会委員 長崎県 

室田浩之・教授 油症研究班班長 長崎県 

室田浩之・教授 カネミ油症患者診定専門委員 福岡県 

室田浩之・教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県 

室田浩之・教授 評議員 日本研究皮膚科学会 

室田浩之・教授 理事 日本皮膚免疫アレルギー学会 

室田浩之・教授 副理事長 日本発汗学会 

竹中 基・准教授 油症対委員会委員 長崎県 

竹中 基・准教授 油症研究班班長 長崎県 

竹中 基・准教授 カネミ油症患者診定専門委員 福岡県 

竹中 基・准教授 評議員 日本皮膚免疫アレルギー学会 

竹中 基・准教授 指定難病審査会委員 長崎県 

原 肇秀・講師 世話人  日本褥瘡学会九州・沖縄地方会 

富村沙織・講師 油症対策委員会委員 長崎県 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

室田浩之・教授 文部科学省 代表 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・基盤研究(C):  無
汗症の病態を熱中症予防戦略の確立につなげる：革新的手

法による汗腺制御様式の解明 

室田浩之・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費（食品の安全確保推進研究事業（カネ

ミ油症に関する研究））:  食品を介したダイオキシン類

等の人体への影響の把握とその治療法の開発等に関する

研究 

竹中 基・准教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費（食品の安全確保推進研究事業（カネ

ミ油症に関する研究））:  食品を介したダイオキシン類

等の人体への影響の把握とその治療法の開発等に関する

研究 

鍬塚 大・講師 文部科学省 代表 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・基盤研究(C):  エ
ピジェネティクス（特に HDAC）がケロイド発生病態に

及ぼす効果の検討 

小池雄太・助教 文部科学省 代表 科学研究費 ( 学術研究助成基金助成金 ) ・若手Ｂ :  
EMT-MET 理論に基づいた新しい創傷表皮再生への試み 

小池雄太・助教 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費（難治性疾患等政策研究事業(難治性

疾患政策研究事業)）:  稀少難治性皮膚疾患に関する調査
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研究 

小池雄太・助教 長崎大学 代表 長崎医学同窓会医学研究助成金:  創傷治癒過程における

表皮ケラチノサイトの上皮間葉移行誘導と解析 

岩永 聰・助教 文部科学省 分担 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・基盤研究(C):  エ
ピジェネティクス（特に HDAC）がケロイド発生病態に

及ぼす効果の検討 

大久保佑美・助教 文部科学省 代表 科学研究費(学術研究助成基金助成金)・若手Ｂ:  遺伝性皮

膚疾患（GGCX 症候群）における石灰化関連因子と石灰

化抑制の研究 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

室田浩之・教授 乾癬の判定のための測定方法 2009 年 12 月 11 日 2011 年 6 月 23 日 5234666 号 

 
その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

室田浩之・教授 アトピー性皮膚炎治

療の未来 
マルホ皮膚科

セミナー 
2018年 

1月8日 
最新の知見を元に展望を行い生涯教育

に役立つ情報を提供した 

室田浩之・教授 夏：汗や暑さで痒みを

訴える人にもビラノ

ア！ 

ＭＲ君 ビラ

ノアチャンネ

ル Web, 2018 

2018年6月 最新の知見を元に展望を行い生涯教育

に役立つ情報を提供した 

室田浩之・教授 汗をかかない人ほど

夏は危険！「無汗症」

になる 3 大要因とは 

長崎大学大学院医歯

薬学総合研究科 皮膚

病態学 室田浩之教授

に聞く 

ダ イ ヤ モ ン

ド・オンライン 
2018年7月 汗の適切な処置について科学的エビデ

ンスを元に国民に情報発信した 

室田浩之・教授 【新聞@スクール】２

種類ある汗の出口 
読売新聞 2018年 

7月18日 
子供の教材として役立つ科学的情報を

提供した 

鍬塚 大・講師 紫 外 線 と 皮 膚 が ん 

基礎知識 
ながさきプレ

ス 
2018年8月 紫外線と皮膚癌のリスクに関して啓蒙

した 

富村沙織・講師 長崎大学病院が取り

組む医師の働き方改

革とは 

九州医事新報

社,  
2018年 

6月20日 
女性医師のワークライフバランス向上

のための長崎大学病院での取り組みに

ついて、皮膚科医の立場から述べた。 

室田浩之・教授 共通の目標を掲げて、

教室員たちと一歩ず

つ 

九州医事新報

社,  
2018年 

10月20日 
教室の紹介と方針について述べた 
 

室田浩之・教授 アトピー性皮膚炎と

発汗異常の関係 
朝日新聞 2018年 

12月29日 
最新の知見を元に展望を行い生涯教育

に役立つ情報を提供した 

 

学術賞受賞 
氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

岩永 聰・助教 The Journal of Dermatoloy Best Paper 
Prize2017 

日本皮膚科学会 前年中に刊行された The Journal of 
Dermatology 論⽂から，独創的で優れ

た成果を上げた論⽂として受賞 
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Analysis of clinical symptoms and ABCC 
6 mutations in 76 Japanese patients with 
pseudoxanthoma elasticum <The Journal 
of Dermatology, Volume44, Issue6, 
644-650, 2017> 

 
○特筆すべき事項 
①カネミ油症の診断，治療の改善を目的とした厚生労働省の食品の安全確保推進研究事業（カネミ油症に関する研究）

に参加し，下記の協力を行っている。 
・油症検診：昭和 43 年以来，毎年 1 回長崎県下各地での検診を行っている。 
・研究事業：油症患者の毛髪，皮下脂肪織，皮脂中の有機塩素化合物の定量，ポルフィリン代謝異常に対する影響

などを検討し，油症にみられる全身的悪影響を検討，発表している。 
②ひふの日の公開講座の開催に協力し，啓発活動を行っている。 


